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戦
争
と
文
学
考

　

戦
争
を
描
い
た
文
学
は
古
く
は
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
や
『
太
平
記
』
な
ど
多
々
あ
る
。
こ
こ
で
は
二
千

万
部
近
く
も
売
れ
、
記
念
館
ま
で
あ
る
司
馬
遼
太
郎
の
『
坂
の
上
の
雲
』、
そ
の
中
に
描
か
れ
た
東
郷
元
帥
と
乃

木
大
将
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
多
く
の
人
の
心
を
動
か
し
、
感
動
を
与
え
る
作
品
は
、
そ
こ
に
描
か

れ
た
事
象
や
人
物
像
が
た
と
え
違
っ
て
い
て
も
、
史
実
と
認
識
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。

　

私
は
以
前
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
『
坂
の
上
の
雲
』
の
時
代
考
証
と
海
軍
指
導
を
担
当
し
た
。
ド
ラ
マ
の
脚
本
と
原

作
を
対
比
し
な
が
ら
、
歴
史
的
検
証
と
出
演
者
へ
の
演
技
指
導
を
す
る
役
目
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
東
郷
元
帥
と
乃
木
大
将
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
脚
本
は
、
陸
軍
に
厳
し
く
、
海
軍
に
甘
く
、
特
に
旅

順
要
塞
の
攻
略
に
多
量
の
戦
死
者
を
出
し
た
乃
木
大
将
と
参
謀
が
無
能
で
あ
り
、
東
郷
元
帥
は
Ｔ
字
戦
法
で
日
本

海
海
戦
に
勝
利
し
た
と
讃
え
て
い
た
。
こ
の
戦
法
は
小
笠
原
長
生
（
当
時
、
海
軍
少
佐
）
か
ら
与
え
ら
れ
た
伊
予
水

軍
の
古
兵
書
を
も
と
に
、
秋
山
真
之
が
考
案
し
た
と
、
秋
山
を
極
め
て
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
Ｔ
字
戦
法
と

い
う
公
式
の
記
録
は
な
く
、
こ
れ
は
並
行
運
動
で
、
海
軍
大
学
の
秋
山
の
教
官
で
あ
っ
た
山
屋
他
人（
当
時
、
中
佐
、

の
ち
大
将
。
現
皇
太
子
妃
の
曾
祖
父
）の
円
戦
法
、
甲
州
軍
学
の
車
懸
か
り
の
戦
法
を
応
用
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

ま
た
脚
本
に
は
、
秋
山
が
煎
り
豆
を
食
べ
放
屁
す
る
姿
が
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
、
海
軍
士
官
の

名
誉
を
守
ろ
う
と
数
回
抗
議
し
た
が
、
そ
の
都
度
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に「
ド
ラ
マ
で
す
か
ら
」と
拒
否
さ
れ
た
。
彼
の

言
う
通
り
、
ド
ラ
マ
す
な
わ
ち
作
り
話
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
れ
を
学
術
的
に
批
判
す
る
の
は

筋
違
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ド
ラ
マ
や
映
画
と
な
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
そ
れ
が
多
く
の
人
に
刷
り
込
ま

れ
、
事
実
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。『
坂
の
上
の
雲
』
は
日
清
・
日
露
を
自
衛
戦
争
と
し
て
い
る
と
非
難
す

る
研
究
者
も
い
る
が
、
長
期
的
・
地
球
儀
的
に
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
西
欧
先
進
国
の
ア
ジ
ア
侵
略
に
立
ち
向
か
っ
た

「
少
年
の
国
」の
成
長
の
物
語
で
あ
る
。
敗
戦
に
よ
り
東
京
裁
判
史
観
を
押
し
付
け
ら
れ
た
日
本（
人
）に
、
明
治
の

日
本（
人
）に
学
べ
と
い
う
啓
蒙
的
歴
史
を
描
き
、
我
々
に
自
信
と
警
鐘
を
与
え
て
く
れ
た
長
編
歴
史
小
説
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
戦
争
文
学
に
政
治
的
意
図
が
加
わ
り
ド
ラ
マ
や
映
画
と
な
る
と
、「
バ
タ
ー
ン
死
の
行
進
」「
南
京

事
件
」「
従
軍
慰
安
婦
」
等
、
歴
史
が
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
チ
ェ
コ
の
作
家
ミ
ラ
ン
・
カ
ズ
ン
ズ
は
「
一
国
の

人
々
を
抹
殺
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
そ
の
記
憶
を
消
す
。
書
物
を
消
す
。
歴
史
を
消
す
。
誰
か
に
新
し

い
物
語
を
書
か
せ
歴
史
を
作
ら
せ
る
。
人
々
は
や
が
て
自
分
の
国
の
過
去
も
現
在
の
こ
と
も
忘
れ
始
め
る
」
と
書

い
て
い
る
。
敗
戦
後
、
占
領
軍
に
よ
り
近
現
代
史
が
大
き
く
変
え
ら
れ
た
が
、
最
近
で
は
進
歩
的
歴
史
科
学
者
に

よ
り
、
神
武
天
皇
や
元
寇
が
消
え
、
我
々
に
は
な
じ
み
深
い
聖
徳
太
子
を
厩
戸
皇
子
と
す
る
教
科
書
が
出
版
さ
れ

る
な
ど
日
本
の
古
代
史
が
、
伝
承
で
あ
っ
て
科
学
的
に
史
実
で
は
な
い
と
消
さ
れ
、
変
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
ニ
メ

作
家
宮
崎
駿
の
「
歴
史
を
消
さ
れ
た
民
族
は
砂
漠
の
砂
の
よ
う
に
消
え
去
る
」
と
い
う
言
葉
で
結
び
と
し
た
い
。

（
平
間
洋
一
）


